
    国営公園区域の城郭については、  昭和61年度の  「国
営沖縄記念公園首里城地区基本計画業務」を皮切りに、
 「首里城地区造園土木基本設計」  業務、 「首里城城郭
調査検討業務」、  「第１期開園区域城郭実施設計業務」
のなかで、  公園施設としての整備のあり方や方針等が
検討 ・ 決定された。  以下はこれらの業務の成果の概要
をまとめたものである。

　首里城の平面プラン  （縄張り）  のなかで、  石積が担
う機能は大きく次の５つに区分できる。  以下にその機
能と関連する石積について整理する。

１）  防御機能
　    首里城の内郭は急峻な石灰岩上に自然の要害を補
　強するように、  防御を重視して築かれている。  内郭
　の石積規模は、  背面  （内側）  からの高さが２～３m
　内外で、  前面  （外側）  は高いところで10mを越す石
　積が築かれている。
　    一方、  外郭は城の防御を固めるために、  内郭の外
    周部の比較的緩い傾斜地に築かれている。  外郭の石
    積は内郭の石積に比べて高さや幅があり、  背面の石
    積高さが５mを越えるものが連続する。
　   内郭には西のアザナと東のアザナと呼ばれる物
    見、 外郭には各城門の近くに１m前後の高さの胸壁
　と広めの武者走りがある。  これらはノロシをあげた
　り鐘楼を設置した位置で、  また横矢を撃つ場所にも
    なったと言われ、  防御機能の集約した場所である。
　   内郭の瑞泉門から漏刻門にかけての城郭は枡形の
    構造をなしており、  敵からの攻撃に備えた閉鎖的な
    空間構成をとっている。

２）  城の尊厳、  備えを示威する機能
　    首里城はそびえ立つ高い石積が連続し、  特に
　 角頭石とよばれる石積角の頂点に据えられた石は、
　石積のせりあがりを強調するもので、  城の尊厳さを
　高める形態となっている。  また、  内郭、  外郭に連続
　する石積と門の構えは特徴的で、  特に外郭に位置す
　る歓会門､久慶門､継世門は堂々とした門構えとなっ
　ている。
　    城外、  歓会門から瑞泉門、  漏刻門、  広福門、  下之
　御庭、 奉神門、  さらに御庭、  正殿へ至る移動空間は、
　徐々に首里城の荘厳な雰囲気を高める機能を果たし
　ている。

３）  建築空間、  広場空間の形成機能
　　首里城内には正殿や南殿、  北殿を始めとして多く
　の建物があり、  各建物には石積の基壇が設置されて
　いた。これらの石積は高さが２m以下の低いもので、
　精巧に加工した切石を整層に積み、  石階段や石高欄
　が取付けられている。  正殿のような主要な建物の場
　合は、  これらの石造建造物に彫刻的な意匠が施され
　ており、  芸術性の高いものである。
　    下之御庭や御庭はこれらの建物と基壇、  石積に囲
　まれた独特の広場空間を形成していた。  （次ページ
　図ー１）

図一１　内郭と外郭の位置
査丕烈の絵図より

内郭

外郭

凡例

写真―１　首里城の北側から見た内郭石積
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５）   風土対応及び利水機能
　　沖縄の気候風上の中で毎年来襲する台風や強い日
　差しから生活を守るために、  集落や建築空間を取り
　囲むようにして石積が多用されている。
　　首里城内の内郭に位置する一連の建物群を取り囲
　む石積は、 建物の軒の高さよりわずかに低く 、  建物
　や生活空間を厳しい気候から守る機能を果たしてい
　るものと考えられる。  （写真一１）
　　一方、  この厳しい気候の中で生活していくには、
　水を貯溜して有効に導水する施設が集落や各家で造
　り上げられてきた。  首里城では、  琉球石灰岩と島尻
　層の間に貯溜した水を井戸や樋井から湧出させてい
　る。  この地を訪れた中国の冊封使は、  瑞泉門の脇に
　位置する龍樋の水の清冽な様を何回となく詩によん
　でいる。  （写真一２）
　　また、  石材や瓦で作られた排水用の水路が、  地下
　に縦横に巡らされている。

４）  祭祀機能
        首里城には多くの御嶽が存在し、  それらは石積に
    よって囲まれた祭祀空間を形成していた。 「京の内」
    の空間を構成する石積のなかには、  下之御庭に面す
    る石積のように５mを越えると想定される高いもの
    から、  御嶽を囲む１ｍ内外の低いものまであり、 時
    には１段の石積が領域を示す場合もある。 （図－ 2）

正殿基壇

写真一１     首里城の南側から見た石積

写真一２　瑞泉門の脇に位置する龍樋  『琉球建築』図一２   　「京の内」  の位置

図－１　 建築用の基壇位置

奉神門の基壇
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１）   首里城に関連の深いグスク事例調査
　遺構発掘調査や古写真などで判明できない石積の構
造 ・ 形式を補完する目的で、  県内の類似した城郭を調
査することとした。
　調査は、  沖縄県内の21のグスクを主要グスクとし、
さらに沖縄本島中南部にあって歴史的に首里城と関連
が深い、 右図の11のグスクを事例調査対象とした。  石
積事例調査結果一覧を表―１に示す。  なお、 首里城の
調査結果については、  次ページ表―１にまとめた。
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図―１　 事例対象グスクの位置

表－１　 石積事例調査結果
注）  山田城と伊波城の石積勾配、  高さ等については、  遺構の状況か
　ら計測は困難であった。

座喜味城
山田城

伊波城

安慶名城

勝連城

中城城

知念城

玉城城
糸数城

首里城

垣花城
凡例
●事例対象グスク
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２）  首里城の旧石積残存状況調査
　首里城の旧石積は戦災によってほとん
ど消失しているが、 急峻な石灰岩地形や
外周部分に旧石積の残存が確認されてい
る。  これらの石積は昭和初期に沖縄を訪
れた文部省技官の阪谷良之進が編集した
  「旧首里城図」  （資料編231ページ）  の石
積配置とほぼ重なる位置にあるが､戦後、
琉球大学建設の際にも多くの石積が新た
に設置された。
（1）  現地踏査の実施
　　戦前の首里城に詳しい関係者ととも
　に、  首里城の旧石積について現況の踏
　査を行った。   さらに、  これらの石積に
　ついてその分布状況、  各石積の立面、
　高さや勾配、  断面などについて調査を
　行った。
（2）    「旧首里城図」  及び現況測量図との
　　整合
　　旧石積の分布を  「旧首里城図」   と現
　況測量図に整合させると図―２の通り
　である。  地表面に露出していて確認で
　きる石積はきわめて少ないが、  残存し
　ている石積の多くは南側の石灰岩急斜
　面周辺に分布している。

３）  戦前の首里城写真からの石積判読
　　調査
　戦前の首里城の石積が撮影されている
写真について､写真調査シートを作成し、
個別の石積について整理を行った。また、
石積の写真点数と分布を  「旧首里城図」
に整理し、  写真資料の状況を判別する。
  （次ページ　図―１）
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図―２　 旧石積位置図  （旧首里城図）

図ー１　 旧石積位置図  （現況測量図）

表ー１　 城郭石積調査表  （首里城）

写真ー１　外郭測点33周辺の石積遺構
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１）  石積の復元整備にあたっては、  旧石積の位置、  根
　石等を遺構発掘調査によって確認し、  石積の位置、
　石材の形状、  積工、 勾配等を踏襲するものとする。
２）  城内は国営公園として整備され、  多くの来園者が
　見込まれていることから、  石積は安全性を前提とし
　た復元構造物とする。
３）  石積の見え掛り立面については、  往時の石積に可
　能な限り近づけることを目標とし、  首里城の代表的
　な石積立面のパターンを整理する。
４）  石積構造の安全性を確保するために、  往時の石積
　に補強工が必要とされる時には、  遺構調査を行った
　上で旧石積を取り外し、  新たな復元構造物を設置す
　る。

　内郭、 外郭を形成する城郭石積の規模 ・ 形態は、  平
面、  立面、 断面が要素となっている。  この項では、  城
郭石積の規模 ・ 形態を規定する立面と断面について検
討を行う。

■城郭石積構成要素
　城郭石積は大きく立面と断面に区分され、  これらの
構成要素を次ページの表―１に整理した。
（1）  立面の構成要素
　①  目地の通り方
　　石積の立面の特徴は、  使用された石材を目地を通
　して積んだ  （整層積）  か、  目地を通さなかった  （不
　整層積）  かが、  大きな違いとなっている。
　②  石材の形状
　　首里城の石積の立面パターンは大きく次の４つの
　形状に区分できる。
　◎野面
　　石材形状は丸みを帯びた野面で、  積上げる際に荒
　い加工を施し、   合端    は雑な乱積の立面である。  野
　面石積は、  緊急に積まれた場所、  石積の後  （方言で
　クシ）  部分に使用された。  首里城では東のアザナの
　外側に位置する外郭の内側部分、  書院 ・ 鎖之間の南
　側に見られる。
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図―１　 首里城の石積写真と撮影点数分布図
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１）   石積の石と石の接合面のこと。



Ｏ切石 （定形）
　面は長方形に加工された石材を目地を通して整層
状に積上げる場合が多いが、   目地にかみ合いをつけ
る不整層状の積方もある。  前者はより古い時代の石
積に見られ、  後者は新しいものと言われている。  城
郭の骨格をなす石積に築かれており、  首里城では内
郭に連なる石積と外郭の歓会門から久慶門、  さらに
北側城郭の石積がこれに当たる。
    下之御庭に面する京の内の石積や、  さらに南の石
積も定形のものである。
◎切石 （混在）
　石材形状は定形のものと不定形に移行するような
ものが混在しており､石の大きさはまちまちである。
このタイプは高さが５m以下の石積に多く、  これを
越える高さの石積ではあまり見かけず、 使用される
石の大きさも中型程度である。  首里城では瑞泉門や
漏刻門などの内郭内側の低い石積に見かけるもの
で、 定形が少し変形し不定形に近づいた形状になっ
ており、  合端はかみ合いが良いように密に加工され
ている。  定形と不定形の混在は、  石積が何らかの理
由で崩れた後に、  形状の違う石材によって積直され
た結果とも考えられる。
◎切石 （不定形）
　石材の形状は五ないし六角形に近い形で、  石材の
大きさは大型から小型まであり、  かみ合いが強固に
できている。  この石積は定形や混在のタイプに比べ
時代は新しく、  石積の転倒や崩壊に対し構造的な補
強を工夫した結果と考えられる。  石積工法は他の石
積より合端を精密に加工し、  奥まで複雑にからむよ
うに積上げている。  首里城では城郭の東から南側に
延びる外郭に分布し、  継世門の築造期に対応して出
てきた石積工法と見られる。
　この積方は従来  「あいかた積」  と呼ばれてきたも
ので、  切石定形の  「布積」  とともに、  沖縄の石積を
代表するものである。
③  石材の大きさ
　県内のグスク事例調査や首里城内の旧石積残存状
況調査から、  最も多い石材形状は１㎡ 当り11～15個
使用したもので、  大きさはおよそ25～30cm内外のも
のであり、  この形状を前後して大小の石材が使用さ
れていることがわかる。
    一般に石積では、  低い基礎部分に積まれたものが
大きい石材を、  高い天端近くに積まれたものが小さ

い石材を使用している。
　石積の高さの層位  （上 ・ 中 ・ 下層）  別に使用され
ている石の大きさは、  基礎近くの石材は１㎡当り４
～５個、  天端石は１㎡当り15～20個使いのものと
なっている。  しかし、  低い位置に小さな石材、  高い
位置に大きな石材を積んでいる逆転した石積もある
が、  これは崩れた石積の積直しなどのなんらかの理
由が原因しているとも考えられる。

切石定形

切石混在 切石不定形

表ー１　城郭石積構成要素

城郭石積みの構成

立 面

目地 整 層
不 整 層

石材の形状

石材の大きさ

石積み高さ

石積み勾配

断面形状

基礎地盤

断 面

野面
切り石  （定形）
切り石  （混在）
切り石 （不定形）

Ｌ　　１㎡　 当たり  1～10個
Ｍ　　　　　　　     11～20〃
 S　　　　　　　      21～30〃
 S S 　　　　　　    30個以上

 I　　５ｍ未満
II　　５～８m
III　  ８m以上

1  :  n

Ａ　    胸壁の付いた複断面
Ｂ　    胸壁の無い障壁
Ｃ　    土留め用単純断面
Ｄ　　ヒンプン

Ｒ　    琉球石灰岩
Ｈ　    風化残積土
Ｓ　    島尻層

石材の控え長さ
裏込め材とその厚み
２重、  ３重積み断面

その他断面
要 素

図―１　 標準立面
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（2）  断面の構成要素
　①  石積の高さと区分
　    城郭を構成する石積の高さは、  その立地条件や機
　能によって1 m未満の低いものから10m を越える高
　い規模の石積まである。
　    内郭の石積は瑞泉門から漏刻門にかけて、   さらに
　西のアザナ付近が10m 前後の高い石積となってお
　り、  外郭では久慶門と継世門に連続する石積が10m
　を越える規模の大きなものとなっている。
　　また､石積の高さと構造の安全性には相関があり、
　一般に低い石積は安定し、  高いものほど崩壊の危険
    性があるとされている。 そこで、  構造検討を行う際
　には、『土木構造物標準設計』 （全日本建設技術協会）
　の擁壁   （石積）  高さ区分を参考に、  首里城の石積に
    ついて以下の高さ区分を行う。
　    石積の高さ区分
　　    区分Ⅰ　５m未満……………地震の影響を考慮
　　　　　　　　　　　　　　　  しなくてもよい高
　　　　　　　　　　　　　　　  さ
　　    区分Ⅱ　５m以上８m未満…重要度が高い場合
　　　　　　　　　　　　　　　  は考慮する高さ
　　    区分Ⅲ　8m以上……………地震の影響を考え
　　　　　　　　　　　　　　　  る高さ
　②  石積の高さと勾配の相関
　　調査の対象となった石積の高さは1.5m前後から
　７mに達し、  高さに大きな違いがあると思われる。
　石積の勾配は、  ほとんど直立に近い急勾配のものか
　ら５分を越える緩い勾配まで大きな開きがあるが、
　３分から４分にかけて集中している。
　　石積の高さと勾配の関係は、 今回行った石積調査
　の範囲では明確な相関が見られない。
　③  断面形状
　　事例調査や写真判読調査の結果を取りまとめる
　と、   石積の断面形状は大きく４つに区分することが
　できる。 （表ー１）
　　首里城の石積の断面タイプの検討は、  主に  「旧首
　里城図」  に記入された情報の読み取りと、  戦前の首
　里城の写真の判読によって行った。  「旧首里城図」
　の原本では、 石積の部分を薄い緑色に、  石積の最も
　高い部分は特に濃い緑色に塗られている。  石積の規
　模や形態は、 ２～５本の複数の線によって表現され
　ており、  これらの線の数と平面形を対応させると、
　次のように断面を想定することができる。

・ 石積の線が５本の場合は胸壁のある複断面タイ
   プ  （Ａ）
・ 石積の線が４本の場合は胸壁のない断面タイプ
   で城の内側の石積立ち上がりが高いもの  （Ｂ）
・ 石積の線が３本の場合は胸壁のない断面タイプ
   で、  背面の立ち上がりが低い石積または土留め
   タイプ  （Ｃ）
・ ２本の場合は直立したビンプン    タイプまたは
   立上がりの低い土留めタイプ  （Ｄ）

④  基礎地盤
　首里城周辺の地質は、  琉球石灰岩、  石灰岩の風化
した残積土、  島尻層の３種類によって構成されてい
る。  （次ページ　図―１）
　石積の位置と基礎地盤の関係は、  台地の上の内郭
や外郭の石積は石灰岩上に築かれ、  瑞泉門や漏刻門
に接続する内郭の石積は、  琉球石灰岩と島尻層の断 
層面に位置している。
　また、 地質の断面図から龍樋の水は、 琉球石灰岩
から地下に浸透した雨水が、  不透水層となっている
島尻層の上に地下貯溜され、  断層部分から湧き出て
いることがわかる。  （次ページ　図―２）

表－１　 石積断面の区分

胸壁のついた複断面

胸壁のない障壁断面

土留め用単純断面

ヒ ン プ ン

（A）

（B）

（C）

（D）

形 式 形 状 石積みの高さ区分

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

写真―１　 龍樋  『沖縄文化の遺宝』
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１）  屋敷の門と建物との間に設けられた衝立状の塀で、 呼称は中国語の屏風  （ヒンプン）  に
　　由来する。  石垣や瓦石垣、  生垣、 竹垣などがある。
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⑤  その他断面要素
　石積の断面を構成する要素には以上の項目の他
に、  石材の控え長さ、  裏込め材とその厚み、  さらに
２重、 ３重の断面構造などがあり、  石積の構造を安
定させる上で大きな要素となっていたと思われる。
　これらの断面要素について、  事例調査の結果を基
に以下に述べる

◎石材の控え長さ
　今日の土木工事などで使用される石積石材の控え
の長さは、 約30cmというのが一般的である。 しかし、
戦前の石積は石材の面は大きくなくても70～100cm
 と歯茎のように控えは長く、  奥でしっかりかみ合っ
ていた。  このような石材の形状を歯に例えて方言で
はハアグキと言った。

◎裏込め材とその厚み
　石積の構造安定に欠かせない裏込め材は、  往時は
石材を割った時にできる鋭利なものが使用されてお
り、  裏込め材どうしのかみ合いが強い。  一方、 今日
の土木工事に使用される丸みを帯びた割栗石は、  か
み合いが弱いと言われている。

◎２重、 ３重積の断面
　歓会門外側の遺構調査では、  ２重の石積が出てき
た。  このような構造は中城城や勝連城でも見られ、
構造の弱い部分を補強するなどの機能があったと推
測される。

図―１　首里城周辺の地質図

図―２　地質断面図

山川

龍樋

龍潭

首里城

円鑑池

凡例

琉球石灰岩
琉球石灰岩
島　尻　層  （クチャ）

島　尻　層  （ニービ）

崎山

琉球石灰岩

断 層

風化残積土

島　尻　層 
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１）  構造の検討と設計条件の設定
　石積の構造の安定は極めて重要な事である。  そこで
以下のフローにしたがって石積の構造検討を行った。
　首里城の石積について特に問題となるのは、  土圧と
地震力である。

合に限って５m以上の擁壁は地震を考慮する必要があ
るとしている。  首里城公園は多くの人たちに利用され
る施設なので、  ５m以上の石積について地震の影響を
考慮し、  構造の検討を行うものとする。
　また、  『道路土工　擁壁 ・ カルバート ・ 仮設構造物
工指針』  を受けて、  「８m以下の構造物に対しては、
常時土圧は地震時の土圧増分を包含していると考えら
れる」   としていることから、  ５～８mの擁壁に対して
は常時土圧を準用し、  構造物の慣性力による地震の影
響を考慮した。  また、   8m以上の擁壁に対しては、  土
圧、 慣性力の全てに対して地震の影響を考慮した。

（2） 安定に関する検討
　 一般に石積の安定については下記の項目が検討対象
  となる。  本項では転倒に対する安定の検討を行う。
　  ・ 転倒に対する安定
　  ・ 滑動に対する安定
　  ・ 基礎地盤の支持力に対する安定
　  ・ 背面、  盛土及び基礎地盤を含む全体としての安定
　  ・ その他、  石灰岩風化による劣化の防止等

（3）設計条件の設定
　構造検討を行うための設計項目は、  以下の通りであ
る。
　 ・ 単位体積重量
　 ・ 載荷重
　 ・ 土圧
　 ・ 設計水平震度

(1)  石積に作用する重荷
　◎土圧
　土圧の算定法は一般に下記の式が用いられている。
　　　　・ テルツアギーの土圧力係数図表
　　　　・  クーロン土圧法
　　　　・  試行くさび法
　　これらの各土圧の算定法のうち、  土圧に対して適
用範囲が最も広い試行くさび法を用いた。

◎地震力
　『土木構造物標準設計２擁壁』（全日本建設技術協会）
は、  擁壁の高さに対する地震の考慮の要否を規定して
いる。  これによると、  一般の場合は８m以下の擁壁は
地震の影響を考慮しなくてもよいが、  重要度の高い場
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図―１　 構造検討のフロー

５.   復元構造物の安全性の検討
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２）  断面の構造検討結果
（1）  検討のモデル図
　　首里城の石積を代表する14の断面に対して、  構造
　検討のフローにしたがって安定計算を行った。
　　検討に際しては右の検討モデル図に示す様に、  背
　面の状況、  裏込め材、  地山線を考慮し、  地震時の検
　討は５m以上の石積について行った。

（2）  構造検討結果
　　下の図は石積断面の抽出ポイントを示し、  その断
　面についての安定検討結果を平面図に整理したもの
　である。  瑞泉門から漏刻門にかけての内郭、  美福門
　周辺の内郭は最も不安定な構造となっている。

３）  復元構造物工法の整理
　復元構造物の安定計算の
結果では、 多くの断面が常
時及び地震時に転倒するこ
とがわかり、  構造物の安全
性を高めるための補強工法
の検討が必要である。  そこ
で、  従来石積の復元工事に
採用されてきた補強程度の
低い工法を始めとして、 石
積本体と背面に補強を加え
る各工法について整理し
た。  （表―１）

復元構造物

往時の断面
往時の断面

補強断面
構造物

補強工法を最小限にする。

本体 （積工）  を補強する。

背面を補強する。

基礎 基礎構造物を堅固にする。

合端モルタル

胴込めコンクリート

裏込めコンクリート

土圧に耐える構造物にする。

土圧を減少させる。

コンクリート基礎
地盤改良
支持杭

表―１　 復元工法の整理

図一２　 抽出断面安定検討結果平面図

△合力の作用位置か構造物内にある
　  （転倒の危険性あり）
●合力の作用位置が構造物外にある
　   (転倒する)

凡例 ： ○安定する

断面図

断面箇所

地
震
時

常
時

図一１　 検討モデル図 q   :  載荷重

B E  :  地山のスベリ角

A L  :  裏込め材のスベリ角

裏込め材

試行くさび法による最大土圧線

地山

B E

A L

石積

①
②
③

②
③

①

N
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　第１期開園区域の城門エリア（72ページ    図一１）
の内部及び接続石積をケース ・ スタディーとし、  聞
き取り調査、  ボーリング調査を行い、  平面、  立面及
び断面の検討を行った。

  （71ページ）で設定した城門エリアの石積について。
  ｢旧首里城図｣  や写真から往時の状況を検討してき
たが、  不明な箇所について戦前の首里城に詳しい関
係者に聞き取り調査を行い、  資料の補足を行った。
以下の図が聞き取り調査の概要をまとめたものであ
る。

２)   ボーリング調査
(1) ボーリング調査位置と調査結果の概要
　    城門エリアのボーリング調査の位置は次ページの
　図－１に示し､調査結果の概要は以下の通りである。

③  内郭の位置する付近を境に地層に段差があり、
　構造物の設置に際しては十分注意を要する。
④  今回の調査では、  島尻層上に地下水は確認され
　なかった。

１）  石積聞き取り調査
　　 〔第１編　公園計画編〕  第６章の 「土地利用計画」　

①  表層には、  首里城や琉球大学建設の際に埋土し
　た土層が平均５m程度あり、  Ｎ値は4～25程度で
　あった。
②  表層の下は石灰岩または泥岩が分布し、  層厚さ
　は１～３m、  Ｎ値は4～50であった。  擁壁の基礎
　の多くはこれらの地層に位置するが、  ボーリング
　調査の結果では基礎の支持力はそれほど問題がな
　いと言える。

0.５m程差があって、  歓会門の石積みに上った。

５ｍ以上の布石積み。

直立した感じ。

上は土留擁壁のように平坦になっていた。

瑞泉門の方から歓会門まで歩いて行けた。

孔子廟が銭蔵の跡に移動した昭和１１年以後

に６０c m 程度だった石欄みを1 . 7 m程度に

し、   上からのぞけないように積み足した。

この所で１.５mの差があった。

漏刻門広場側より２m以上あって、  北殿側より

0 . 5m程度立ち上がっていた。

北殿の北石積みも、  北殿地盤から0. 5 ｍ 程度の

低いものだった。

水平につながる。

久慶門からの石積みは１ｍ程下がって接続。

蔦が絡まって積み方は分からない。

低く斜路にそって寒川まで。

大人の胸の高さより低くよく見渡せた。  多分

1ｍ程度と思われる。
下之御庭より1 . 8m程度高い。

積み方は瑞泉鬥の域内側に似ている。

瑞泉門櫓下の高さと同じ位。

南の石積みより2m位低かった。

石積みにそって下の地盤に下りるスロープが

ついていた。

勾配がきつく感じられた。
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図一１　 城門エリア石積聞き取り調査図
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6 .   城門エリア（第１期間園区域）の石積



(2) 推定地層断面図
　   ボーリング調査地点Ｂ－２、 ３、  ５の柱状図を基
    に、 瑞泉門から歓会門に続く内郭石積の横断方向の
   地層について、  図一２に推定断面図を示す。
　   Ｂ－３とＢ－５の地点は現況の地盤高さに８m程
   度の高低差があって､地層の段差が確認されており、
   内郭はほぼこの段差の生じた位置に東西に連続して

いる。
　また、  Ｂ－３のポイントは龍樋の位置で、  ボーリ
ング調査時に地層断面が石灰岩と島尻層の変化する
位置に空洞が確認されており、  龍樋の水源と関連が
あると推測される。
 〔平成元年12月20日の調査で、  龍樋の奥に長さ約30mの空洞  (導水
坑)   が見つかった｡〕

図一２　 瑞泉門西の接続石積  （測点２～３の中間地点）  推定地層断面図
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図一１　 ボーリング調査位置図
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3) 遺構調査の結果 
(1)石積の遺構
　平成元年度の遺構調査で確認された石積の位置は下
図の通りである。   その遺構の状況は、  いずれも根石に
近い限られた部分である。

なお、詳細な設計を行うにあたり、 各石積に番号を
つけて整理を行った。
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図一１　石積 ・城門の遺構配置図

(2)城門の遺構
遺構調査で確認された城門は右掖門周辺で、石畳と

城門周辺石積も併せて確認された。  しかし、瑞泉門及
び漏刻門については遺構は確認されなかった。

図一２　城門の遺構配置図
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■ [第２編    復元整備計画 ・ 設計編]

写真 一２　２号 石積 (2 ) 写真 一６　 ７号石 積

写真 一１　１ 号石積 写真 一５　５ 号石積

写真一３　 ３号 石積 写真 一 7　 11号 石積

写 真一４　 ４号石 積 写真 一８　 右掖門
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(1) 平面位置
遺構が確認された石積は、   ごく一部の限られた箇所
である。 これらの遺構から石積の平面位置を設定する
ことは困難であるため、  不明な石積については、 「旧
首里城図」に記載された位置とした 。   しかし、 「旧首

里城図」  には、  12号、  13号石積のように撤去されたり
改築された石積 、  ９号石積のよ うに崩れたと判読でき
る石積 、 11号石積のよ うに不自然にとぎ れている石積
がある 。  これら の石積については 、 以下のよう に判断
した 。

●第２章   城郭

図一１　配置図   (「旧首里城図 」  に加筆）

図一２　 広福門遺構図

①12号石積
12号石積は  「旧首里城 図」 には 記載され てい な い。 

今回の遺構調査では下図の よう に広福門の礎石と そ
の脇の石積の根石と 推定できる 部分が確認された 。

これを基に 、 広福門 と左右の12号石積の位置を設定
した。
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４） 規模 ・ 形態の設定

1 号石積み

4 号石積み
5 号石積み

3 号石積み
2 号石積み (1)

2 号石積み(2)

8 号石積み

12 号石積み12号石積み

9 号石積み

6 号石積み
7 号石積み

14 号石積み

13号石積み

10号石積み

12 号石積 み

11号石積み

広福門の礎石推定格子図

広福門の礎石



■[第２編    復元整備計画 ・ 設計編]

②11号石積
⑤11号石積

⑥各石積の高さの設定
・１石積

・2号石積

・3号石積

・4号石積

・5号石積
・6号石 積

・7号石積

・8号石積
・9号石積

・10号石積

・ 11号石積

・ 12号石積

・  13号石積

・  14号石積

③13号石積

(2) 石積の高さ

①漏刻門 と その周辺  （５号 石積）

②瑞 泉門と その周辺   （４号石積）

③13号石積周辺

④２号 ・ ３ 号石積

④９号石積

11号石積は西の端部 に遺構 が発掘 されて いる が、
遺構の 全容はは っき り と 確認で きない 。  平面位置 に
ついて は遺構に 基づき 、  形状について は  「旧首 里城
図」   を基本に 設定し た。

北殿東側の９号石積 は 、 「 旧首里城図」   で は石積

遺構調査 で確認 した旧地盤高 と石積の関係、   文献に

「旧首里城図」   では、  奉 神門は既に 撤去さ れてい

定できる 。

定 した 。

下之御庭 よ り 1. 8m 程度高く 、  10号石積よ り ２ｍ

： 歓会門の石 積から 、  50 下が り と設

程高く 設定 した 。  始点 （木曳門側）   から 10号石積と

のぶつ か り まで の範囲 も 天端高さ を一 定に 設定 し

た。

の形が 不鮮明で、   戦前の写真 に もは っき り と写 っ た
もの がない 。  聞き取 り 調査に よる と 、   このあ たり の
石積 は崩れ てい たと 言わ れる が、  「 旧首里城図」   の
線を 手掛か りに 、  石積位置を想定 し た。

て、   奉神門 と北殿 の角に ある13号石積はな く 、  階段
が設置された状態 である 。  遺 構調査の結 果でも1 3号
石積は明確 では なく 、  写真 を基に建築物と のす り つ
きを 検討 して 平面位置を 設定 した。   

書 かれた 城門の 規模 と 戦前の石積写真からの高 さ判
読、   さら に聞き取 り調査 など の作業を 重ねて石積の天
端高さを検討 した 。  こ れらの各ポ イン ト と石積全体の
展開、   地盤のかさ上げ 、  公園利用と安全性な どを考慮

し、  石積の高 さを設定 し た。

漏刻門背面側の階段の遺構高 さを 基に、   漏刻門の
５号石積武者走 りの 高さ を設定 し た。

５号石積武者走 り高 さを 基に、   瑞泉門背面 の写真

奉神門北側の写真 よ り 、  13号石積の高さ は奉神門

右掖門磴道は始点側   （久慶門側 ）  はす でに 整備さ

よ り 瑞泉門床面の 高さを 設定 し、   さら に、   正面写真
よ り４ 号石積の高さを 設定 した。

の基壇から30
12号の石積高さを 設定した。  北殿 、  奉神門の地盤 は

れて おり 、  中間地点 と終点付近も 遺構が確認 されて
いる ため、  磴道の縦断面 は往時 とほぼ同じ高さに設

かさ上げさ れてい る。   これを解消す るため、  写真判
読に比べ 、  14号石積との差は より 大き めに、  12号石
積との差 はやや小さめに設定 し た。

cm

cm

cm
程度上 がっ ている と 設定 し、  14号 、

： 背面側  （石畳側）   は写真などを 基に
   安全性を考 慮し 、  1.1m  とする 。
： 聞 き取 り 調査によ り 、   小学生が手 を
    伸ば し て届く高 さだ っ た と の こ と

： 瑞泉門の高 さを基 に天端高さを 設定
    し 、  天端高さは一定と し た。

で、  高さ1.5m と す る。

： 瑞泉門の 接続から 設定 した 。
：  漏刻門内側 広場 の地盤高 さか ら 、
   1.1m上 りの高 さで設定し た。

： 北殿北側広 場の地盤高さから ､1.1 ｍ
   上 りの高さで設 定し た。

： 写真 を基に 設定 した。
： 往時の天端 は、  北殿北側広場の 地盤
   高 だと 思われ るが ､安全性を 考慮し 、
７号石積の天端高さ と同 じ とす る。

： ４号石積の 武者走 り と同じ高 さで 接
    続させた 。

： 漏刻門か らの接 続と 、  10号石積 から
   ２ｍ程高 かっ たと の聞き 取り 調査 よ
り設定 し た。

： 漏刻門から の接続 と 、 13号石積 から
   の 接続よ り 設定 した 。
： 写真を基 に、  奉神門の基壇高さ より

30 程度高く 設 定し た。

：  7 号石積 と 同じ 高さ で設定 した 。
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（3）石積断面の設定
遺構調査によって発掘された首里城の石積は、１

真や、「旧首里城図」を根拠資料とした。
各資料を基に分析した結果、首里城城郭石積の勾

往時の石積勾配は微妙に変化しているが、それら

一方、戦前に撮影された首里城の写真で、石積の

場合は、「旧首里城図」を基に勾配を検討した。
各石積については、遺構が確認できない場合は写

号、４号、７号、11号の数ヵ所に限られているので、
石積の勾配を設定するには不十分である。

写っているものについてはその勾配を判読すること
ができる。また、石積勾配を判読できる写真がない

●第２章城郭

配は0.1～0.3程度のものが多く、それぞれの勾配の
違いは石積の設置されている地形、及び地質的な要
素と石積の機能によって使い分けがなされている。

の実体を把握することは困難であり、また、工事の
施工性を高める上でも、勾配について標準化を図っ
た。

図一１石積勾配設定図

：遺　構　実　測

：｢旧首里城図｣より推定

：写　真　判　定

：採　　用　　値
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■ [第２編    復元整備計画 ・ 設計編]

(4) 立面形状
①立面設定

首里城城郭石積の全面立面の検討を踏 まえ 、  さら
に写真情報や聞き取り調査を実施 し て、  城門エリア
の石積立面を図一１ のよ う に設定 した 。

②遺構調査に よっ て確認 された 立面
その 後の遺構調査によ っ て確認 された石積と 、  そ

の立 面は図一２ の通 りである 。  先に写真情報な   どか

ら 設定 した石積立面の修正箇所は 、  右掖門周辺の７
号石積であ る。   （154ページ　 写真一６）

(5) 城門 の形状の 設定

城門 の平面的な 形状を   「旧首里城図」   で大ま かにつ
かみ、   瑞泉門・ 漏刻門に ついては文献 で寸法を確認し
た。  右掖門につ いては 遺構の実測を基に 、  写真の比率
分析を行い、   細部の寸法 を設定 し た。

凡例　 切石定 形
　　　 切石混 在
　　　 切石不 定形

図一１ 　城門 エリ ア 石積立面 区分図

図一 ２　配 置図

１号石積み
基 ： 切石定形

基 ： 切石定形

基 ： 切石定形

基 ： 切石定形

遺 ：　 同上

遺 ：　 同上

遺 ：　 同上

遺 ：　 同上

３号石積み

7 号石積み

2号石積み(2)
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1  1 号石積み
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基 ： 切石混在

基 ： 切石混在

遺 ： 切石混在

遺 ： 切石混在

基 ： 　なし

遺 ： 切石定形 ・ 切石混在

凡　　例
基 ：    「首 里城城 郭調査検 討業務 」  で設定
遺 ：  遺構調 査に よる 設定
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●第２章城郭

５) 復元整備工法の検討

(1)背面の土圧軽減工法

(2)土圧軽減工法の設定

でおり、複雑な石積構造である。また、往時には地震
によって崩壊が記録されているので、往時の施工法で
は安全性に問題がある。

安全性が確保できるような工法について検討を行っ
た。

号を標準断面として設定し、経済性と遺構の保護につ
いて、３工法の比較検討を行った。

たれ式擁壁工と抑止工の工事費は同程度である。一方、
各工法の土工事に関連した遺構保護では、床掘の掘削
が大きいもたれ式擁壁工が最も遺構を損傷することに
なり、かつ往時の石積工法との相違が大きいものと
なっている。

施工性、過去の実績を調査し、比較検討を行った。こ
の中で、過去に実績があり遺構保護が図れるアースア
ンカーエ法と抑止工、さらに過去の実績が最も高いも
たれ式擁壁工を候補として選択した。

首里城の城郭石積は、形状及び高さ等が変化に富ん

石積の安全性を確保するために、背面の土圧を軽減

表－１の７つの工法について、遺構の保護､経済性、

①もたれ式擁壁工
②アースアンカーエ法
③抑止工

実施設計では、石積遺構を可能な限り保存しながら 規模が大きく、しかも背面に盛土がくる内郭石積７

以上の比較検討結果より、復元整備工法として、経

その結果、アースアンカーエ法は工事費が高く、も

済性、遺構保護共に優れている抑止工を採用する。

表一 1　 検討工法比較評価表

する。
とこぼり

工　　 法

１.    も     た 　れ　式     擁　壁　工

２ .   ポ  リ  マ  ー  グ  リ   ッ  ド  エ  法

３.    ア   ー   ス  ア   ン   カ  ー   エ  法

   網   状    鉄   筋   挿    入   工    法４. 
( Ｒ    Ｒ    Ｐ    工   法 )

５.    抑　　　　     止      　　　　工

６.    併　   用　  工　   法　    （ １）

７. 併 　  用  　工   　法    　（ ２ ）

比較 項目 遺 構  保  護 の  順 位

⑦

⑥

③

③

③

①

①

○

○ ○

○

○

○

△ △

△ △

△

△

△△

△

△

◎

◎

◎

×

×

×

×

×

×

×

× × ×

× ××

経      済     性 施      工     性 過 去 の実 績 総  合   評  価

凡     例
：  非常に良 い
： 良 い

： 普 通
： 悪 い
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■[第２編復元整備計画・設計編]

６）構造設計
(1)往時石積の安定性の検討
城郭石積の復元は、往時の石積に出来るだけ忠実な

断面構成でなければならない。ここでは、設定された
石積復元断面を基に往時断面の安全性の検討を行う。

表－１　石積の 控え長 さ

高　　さ か み  あ い 長  さ 控　 え　 長　 さ

３ ｍ 以 下 0 . 35m 0 .45 m

0 .50 m 0 . 60m

0 .80 m

1 .00 m

1 .00 m以 上

0 .65 m

0 .80 ｍ

0 .80 m以 上

３ ～ ５ ｍ

5  ～  7  ｍ

7  ～ 10 ｍ

10m 以上
2 号 石積

背　面

背面 盛土

試行 ク サビ
最大主 動土圧 面

裏     込     材
割     栗     石

前　面

計画 地盤

現況
 地
盤

1 5 6 0

13 7 0

1：
 0 
. 3

1：
 0 
. 3H

1：
0. 
2

12 1. 70

1 16 . 5 0

9 0 0 4  300

控 え長 さかみ あい長 さ

20
0

20
0

00
0

20
0

5
1

10
0

50
01

図一１　 石積 断面図の 例 図一２ 　断面 図

今回の往時石積の安全性の検討では、復元石積断面

また、石積の控え長さは石積の高さ及びその用途に

滑動に対する安定より求めた石積の高さとかみあい

よって異なり、立面の石材の大きさに比例していると
考えられる。設計の基本としている安全性を考慮し、
石材のずれだしを防止できるかみあい長さと石積の高
さとの関係を求め、これより控え長さを設定する。

長さとの関係から、控え長さの目安をかみあい長さの
約２割増しとして、表－１のように５段階に分けた。

図の例でも示すように、石積本体にかかる土圧の多く
は裏込め材を通して荷重が加わるので、裏込め材・背
面盛上材全体として土質定数を

以上、先に設定した土質定数と控え長さを用いて、
図一３の標準断面で高さと安定性の関係を検討した結
果、常時には高さ6.5m、地震時には高さ６ｍ程度の
石積は安定していることが判断できる。

とする。

y

y

＝ ＝2.0 φ

φ

= 40° c

c

0

：単位重量（t /㎡）
:内部摩擦角（度）
：地盤の粘着力（t /㎡）
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q= 0.  35t / ㎡

図一３検討断面モデル図



表 －１　 各 石積 の安 定 検討 結果 表

●第２章城郭

石            積

1    号   石  積

2   号   石   積

3   号   石   積

4    号   石  積

5    号   石  積

6   号   石   積

7    号   石  積

8    号   石  積

9    号  石   積

10   号  石   積

11   号  石   積

12  号   石   積

13   号  石   積

14   号  石   積

O  K

O  K O  K

O  KO  K

O  KO  K

O  KO  K

O  K

O  K

O  K

ヒン プン

ヒン プン

O  K

ーー

ーー ーー

ーー ーー

ーー

ーー

ーー

ーー

ーー

N G N G

N G

N G

N G

H ＝1 .5 ｍ

常         時 地  震   時 備          考

（2）石積基礎の検討
城郭石積は、安定した地山（石灰岩）上に築かれて

盛土部分に設置する石積は２号・６号・７号石積の

石積基礎の支持力をボーリングデータなどを基に検

３号石積は規模が小さく、また、10号・12号石積は

石積

地盤面

コン ク リー ト基礎

図ー  2

図ー 1 復元 断面図
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６号・７号石積については７ｍを越えるため補強が

いるものがほとんどである。首里城跡地は、沖縄戦と
その後の琉球大学の建設によって往時の地形が改変を
受け、そのため不安定な地盤（盛土）に設置せざるを
得ない石積が出現した。

３ヵ所で、そのうち７号石積は今回の城郭石積のなか
で最も高く、杭による補強を行う石積である。

討した結果、計算上は常時・地震時共に地盤の許容支
持力を満足する。ただし６号・７号石積については比
較的高い石積となっており、しかも設置位置の地盤の
盛土が高く、不同沈下が予想されることから、コンク
リート基礎を打設して､石積の安定を図ることとする。

ヒンプン形状でほとんど外力が加わらない石積である
ため、安定の検討は省略する。

必要である。そこで、６号・７号と常時の段階で補強
が必要な９号石積について抑上杭による補強を行うこ
ととする。なお、他の石積については、前面の勾配あ
るいは断面の形状が標準断面と異なるため、それぞれ
に安定検討を行った。
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